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ギンツブルグーランダウ-ウィルソンの¢4理論では相互作用が ダ02¢4で与えられ,

グ02の次元数は,4-dであるo くりこみ群の方法により,くりこまれた結合定数 gR
は,

才芸- (Z孟/Z12)zog｡2

ここでZoは補助場 Oのくりこみ定数｡補助場 を使えば伊.2¢4km.0拘 こおきかえら
れる｡ Zαは成分の数 nが大きい時には,

zo- 1/(1+nA〟d~4502)

callan-Symanzik方桂式 :

(〟品+p(9,品･E),(0･Q)(タ,〟)- 0
のβ一函数は上のZCの式とZ¢-Zl-1(nが大きいとき)から

p- 鶴 ｡-号 (d-4)(1-Ag2)

従って, グ2-1/Aの点が fixedpointで,ここではdβ/dg>0である. これは赤外

安定な固定点を意味する｡ 以上は, ¢4理論であるが,以下n-ベクトル模型の2次元近

くの場合を考えて見る｡ n-ベクトル模型は ¢4理論とは違って, ¢の大きさに制限が

ある｡ ¢2-定数｡′､ミル トニアンは,

LK-品∑(apQ)(｡〝¢)
J¢2/kT-i･'2とおけば, ¢に対する条件式は T¢′2-定数となる. この条件式か
ら,

-Eュl-
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T′G(q)- 1

を得る｡ Tを結合定数とみて,無次元なくり込まれた温度 tを,

t - で〟d-2/zl

と定義 して,Zlを以下のように展開する (レn展開 )

Z;I- 1I tP 21d/ddp嘉 十三 t〟 2-d/乳 2

- 1+ (ト 言)t/(d-2)

β一函数は

∂t
β - 〟訂 - 〟孟 LzI1T〟d-2i

= tld-2- nj tln

+ - -

従 って固定点は tc-n(d-2)/(n-2)｡ この点は上の式から赤外不安定 (dP/dt<0)
な固定点であることがわかる｡これは,この点が相転移点であることを意味 している｡

又,この結果は最近 Br6zin達1)によって得 られた結果 と一致 している｡ 短距離相互作

用の時は上で得られたように d-2が criticalな次元数であるが, 長距離相互作用

1/rd+αのときには,

竜 Q 古 手

n-0

となって, criticalな次元数は1次元 となる. この結果2)も最近 Br6zin達3)によって

別の違った方法で得 られた｡
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